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シリーズ第一話

新
城
市
民
病
院

大
腸
肛
門
外
科
、
下
部
消
化
器
外
科

　
　
　
　
岡
本
規
博
　
医
長

〔
痔
〕
と
い
う
表
現
は
、
肛
門
の
さ
ま
ざ

ま
な
病
状
を
総
称
す
る
言
葉
で
す
。

　
今
回
は
〔
３
大
肛
門
疾
患
〕
に
つ
い
て

解
説
し
ま
す
。

　
そ
の
一
「
痔

核
」
　

　
一
般
的
に
イ
ボ
痔
や
脱
肛
と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
肛
門
の
内
側
に
存
在
す
る

「
内
痔
核
」
、
外
側
に
存
在
す
る
「
外
痔

核
」
の
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ
、
肛
門

の
外
側
に
大
き
く
飛
び
出
し
た
も
の
を
俗

に
「
脱
肛
」
と
い
い
ま
す
。

　
外
痔
核
に
は
、
急
な
血
流
障
害
に
よ
っ

て
生
じ
た
痔
核
が
肛
門
外
に
飛
び
出
し
て

戻
り
難
い
状
態
に
な
っ
た
「
か
ん
と
ん
痔

核
」
と
、
肛
門
の
縁
に
黒
赤
色
の
血
栓
が

急
に
発
症
す
る
「
血
栓
性
外
痔
核
」
が
あ

り
ま
す
。
「
か
ん
と
ん
痔
核
」
は
激
痛
を

伴
い
ま
す
。
ま
さ
に
肛
門
に
花
が
咲
い
た

よ
う
に
な
り
、
多
く
の
場
合
、
緊
急
手
術

が
必
要
で
す
。
一
方
、
「
血
栓
性
外
痔
核
」

の
多
く
は
、
軽
い
痛
み
を
伴
い
急
に
発
生

し
、
小
豆
大
の
血
栓
を
自
分
で
さ
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
痔
核
の
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
下

着
に
血
液
が
付
着
す
る
、
排
便
時
に
肛
門

か
ら
何
か
飛
び
出
し
て
く
る
、
排
便
後
お

し
り
を
拭
く
と
紙
に
血
液
が
付
着
す
る
な

ど
で
す
。

　
治
療
に
は
、
内
服
や
坐
薬
な
ど
に
よ
る

保
存
的
治
療
や
手
術
療
法
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
二
「
裂

肛
」

　
一
般
的
に
切
れ
痔
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
「
一
般
裂
肛
」
で
は
肛
門
管
上
皮
の
亀

裂
、
潰
瘍
、
膿
瘍
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、
硬
便
や
便
秘
に
よ
る
裂
傷

が
最
も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
牽
引
性
裂
肛
」
と
は
、
痔
核
な
ど
が

飛
び
出
す
と
き
に
生
じ
る
も
の
で
、
こ
の

原
因
を
除
外
す
れ
ば
自
然
に
消
失
し
ま
す
。

　
「
疑
似
性
裂
肛
」
は
全
身
疾
患
の
合
併

病
変
と
し
て
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
症
状
は
多
く
の
場
合
、
排
便
中
ま
た
は

排
便
後
に
便
器
が
真
っ
赤
に
な
っ
た
り
す

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
排
便
後
の
肛
門
洗

浄
で
肛
門
が
し
み
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
治
療
に
は
肛
門
部
の
清
潔
、
保
温
・
温

浴
、
排
便
習
慣
の
改
善
・
食
事
療
法
な
ど

　
今
月
号
か
ら
、「
ほ
の
か
診
察
室
」
の
連
載
コ

ー
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
気
に
な
る
症
状
・
病
気
の
解
説
や
、
市
民
病

院
の
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
内
容
で
、
少
し
で

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
医

療
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852
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　今年の4月23日（月）に指定された

ばかりの新しい文化財を紹介します。

場所　市長篠地内

種別　天然記念物

名称　中央構造線長篠露頭

　中央構造線長篠露頭は、市町村合

併後初めての市指定文化財になりま

す。

　中央構造線とは、日本列島の中央

（関東から九州まで）を東西に走る

日本最長の断層系です。この断層を

境に北側（日本海側）を内帯、南側（太

平洋側）を外帯と呼びますが、内帯

と外帯では岩石の分布や地形の様相

が大きく異なっています。内帯には

花崗岩や片麻岩などが、外帯には結

晶片岩などの岩石が分布しています。

　市内では、おおよそ豊川・宇連川

沿いに断層が走っており、桜淵や長

篠など、ところどころ地表で観察で

きる場所があります。

　今回指定された長篠露頭では、外

帯の黒色片岩の上に内帯の花崗岩源

圧砕岩が覆いかぶさっているようす

をはっきりと見ることができ、中央

構造線の基本的な断層の観察には非

常に適した場所といえます。はるか

大昔の地球の活動を肌で感じること

のできる場所です。

⑯

中
央
構
造
線
長
篠
露
頭

中
央
構
造
線
長
篠
露
頭

文化課　☎23‐7655●問 本

の
保
存
的
治
療
が
主
流
で
す
。
ま
た
痔
核

と
同
様
、
坐
薬
で
改
善
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

規
則
正
し
い
食
事
生
活
を
行
い
、
耳
た
ぶ

程
度
の
硬
さ
の
排
便
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
し
か
し
、
慢
性
と
な
り
便
が
細
く
な
っ

た
り
肛
門
が
狭
く
な
っ
た
り
し
た
場
合
や
、

肛
門
潰
瘍
、
肛
門
ポ
リ
ー
プ
が
あ
る
場
合

に
は
手
術
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
狭
い
肛

門
に
は
、
一
般
的
に
肛
門
拡
張
術
な
ど
が

行
わ
れ
、
極
端
に
狭
ま
っ
た
肛
門
に
は
専

門
的
な
皮
膚
弁
移
動
術
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
三
「
肛
門
周
囲
膿
瘍
、
痔
瘻
」

　
一
般
的
に
腫
れ
痔
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　
原
因
は
、
肛
門
腺
で
の
細
菌
感
染
が
引

き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
誘
因

と
し
て
は
下
痢
、
疲
労
、
寒
冷
が
多
く
、

入
浴
で
さ
ら
に
悪
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
主
な
症
状
は
、
肛
門
周
囲
の
腫
れ
と
圧

痛
お
よ
び
違
和
感
が
あ
り
、
肛
門
の
周
囲

か
ら
膿
が
出
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
抗
生
剤
な
ど
の
内
服
治
療
は
、
あ
ま
り

効
果
が
期
待
で
き
ず
、
速
や
か
に
切
開
排

膿
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
「
痔
瘻
」
は
長
年
放
置
す
る
と
、
痔
瘻

癌
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
速
や
か
に
根
治

手
術
を
す
る
た
め
専
門
医
の
受
診
や
診
断

が
大
切
で
す
。

　
市
民
病
院
で
は
、
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ

た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
手
術
を
専
門
医
に
よ

っ
て
実
施
し
て
お
り
、
『
痔
核
』
や
『
裂

肛
』
の
手
術
は
一
泊
二
日
か
ら
二
泊
三
日

の
入
院
期
間
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
﹇
痔
﹈
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
の
ほ
と
ん
ど
の
方

が
持
っ
て
い
る
疾
患
で
す
。
”
い
つ
か
受

診
し
よ
う
“
で
は
、
知
ら
な
い
間
に
﹇
大

痔
主
﹈
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
　
お
し

り
か
ら
「
血
が
で
る
、
痛
い
、
か
ゆ
い
」

こ
ん
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
早
め
に
専
門

医
の
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
「
ほ
の
か
診
察
室
」
と
各

戸
配
布
し
た
「
あ
な
た
の
街
の
お
医
者
さ
ん
マ

ッ
プ
」
は
、
市
民
病
院
支
援
委
員
会
（
代
表
　

加
藤
末
四
郎
　氏
）
の
提
言
で
事
業
化
し
ま
し
た
。
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